
 

 
こんにちは、日本史の岡上です。風が冷たくなり、冬の訪れを感じますね。それとともに、「さぁ、受験だ」

という思いが強くなってくる、そんな季節です。 

さて、第 12 回となる今回は 2011 年の東大日本史の第４問を取り上げてお話をしていきたいと思います。

さぁ、１週間、しっかり問題を考えてみてください。  

 

 
【2011 年度 東京大学 文科前期 第４問】 

 

次のグラフは，1945 年以前に日本（植民地を除く）の工場で働いていた職工について，男女別の人数

の変化を示したものである。このグラフを見ながら，下記の設問Ａ・Ｂに答えなさい。 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

設 問 

Ａ 1920 年代まで女性の数が男性を上回っているが，これはどのような事情によると考えられるか。

当時の産業構造に留意して，３行以内で説明しなさい。 

Ｂ 男性の数は 1910 年代と 30 年代に急激に増加している。それぞれの増加の背景を，あわせて３

行以内で説明しなさい。   
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